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固体表面の撥水化技術は様々な分野で工業的に利用されており[1]，エレクトロニクス分野では，

樹脂フィルムが軽量、薄い，フレキシブルといった特徴を生かして，撥水性も含む多様な機能が

付与され活用されている[2]。固体表面への撥水性の付与には，ウェットプロセスやドライプロセ

スによって撥水膜を形成する方法が広く検討されているが[3]，透明な基材に撥水膜を設けること

によって透明性が損なわれるという課題がある。本研究では，樹脂フィルムの表面を直接，プラ

ズマにより処理することにより撥水性を高めること，およびこれを高い生産性が期待できるロー

ルツーロール方式により実現することを目指した。 

本研究では，（株）神戸製鋼所製ロールコータ W35-350CS を用い，透明ポリエチレンテレフタ

レートフィルム基材に対して，プラズマ処理を施した。プラズマ生成用ガスとして四フッ化炭素

を用いた。処理後の表面には，SEM で確認できる皮膜が認められず，Ｘ線光電子分光法で深さ方

向の組成分布を分析したところ，表面から深さ数 nm まで，フッ素含有比が漸減するプロファイ

ルが得られた。最表面の C1s 狭域スペクトルでは，CFx (x=1~2)，CFx (x=2~3)に起因するピークが

確認された。一方，水接触角は未処理基材が 49~65°であったのに対し，処理後は 130°を超える

値が得られた。また，光学特性として全光線透過率，ヘイズを測定したところ，処理前後でほぼ

変化がなかった。 

上記ロールコータは 2 本の電極ローラに交流を印加することによってプラズマを生成しており，

その電極ローラ上を基材が搬送される過程でプラズマ処理が行われるものである。この機構によ

り，プラズマ中の正イオンが高いエネルギーを持って基材に衝突するため，フッ素が基材表面に

打ち込まれ，フルオロアルキル基が形成された結果，高い撥水性が得られたものと考えられる。 

本研究により，高い生産性が期待できるロールツーロールプラズマ処理により，ポリエチレン

テレフタレートフィルムの透明性を維持したまま高い撥水性を付与できることを実証した。 
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